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鍵盤上への演奏補助情報投影機能をもつ
ピアノ学習支援システムにおける熟達化プロセスの調査











































































































































































データ記録用の PCとして SONY社の VPCSAを使用し








































































































課題曲 熟達化プロセスを評価するために，W. A. Mozart
のトルコ行進曲（最初から 17小節目まで両手）を演奏し
てもらった．また，ピアノ演奏技術の熟達度を評価するた
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図 4 トルコ行進曲の到達度テスト - 打鍵ミス数および演奏時間
表 1 付加機能使用回数
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図 6 トルコ行進曲の練習中 - 実験日ごとの視線分布
表 2 トルコ行進曲の練習中 - 実験日ごとの打鍵ミス数
実験日 全打鍵数 全ミス数 ミス率
1 1878 86 5%
2 2453 154 6%
3 3058 95 3%
4 3179 54 2%
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